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最
、
、
懸
ま
老
朽
化
が
め
だ
ち
、
保
育
墓
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
纏
翻
ー

な
圏
、
　
　
．
適
当
な
部
紛
力
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
膠
の
溝
め
　
　
　
　
6
震
　
新
し
い
園
舎
を
造
り
た
い
と
準
備

　
　
　
　
　
韓

中
で
燕

　
謁
褻
灘
、
の
園
舎
　
の
　
蠣
祭
り
は
最
後
に
な
る
の
で
し
ょ
う

　
　
ガ
撚
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、
な
ん
と
な
く
歴
史
を
語
っ
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藏
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罵
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・
た
ち
か
ら
並
ん
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も
ら
い
ま
し
た
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3月14日、28日役場、4月4、上野連絡所、11日橘出張所
いずれも午後1時～3時まで

心配ごと相談
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告報
会議

匹
～
．

　
新
年
度
の
予
算
原
案
が
ま
と
ま
ザ
、
先
月
二
十
八
日
か
ら
開
か
れ

叙
鷺
籠
調
顯
認
霧
継
蘇
穆
疑
諺
幣
熱

員
会
審
議
等
を
く
り
返
し
な
が
ら
、
二
十
二
日
ま
で
会
期
が
続
く
見

込
み
で
す
。
今
月
は
、
予
算
案
の
主
な
内
容
、
予
算
に
関
係
す
る
条

例
の
改
正
な
ど
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
皆
ス
ポ
ー
ツ
」
を
め
ざ
し

ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　
審
議
会
を
条
例
化

　
初
日
の
二
十
八
日
に
は
、
新
年
度
予

算
に
関
連
す
る
条
例
の
改
正
や
制
定
に

つ
い
て
を
中
心
に
審
議
し
ま
し
た
。

　
以
下
、
そ
の
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◎
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
使
用
条
例
の
一

母子センターの料金改正

区　　　分 新料金 旧料金

分娩料　1件 23，000円 22，000円

同深夜加算料 4，300 4，000

入所料　1日 5，000 4，700

特別入所料1日 5，000 4，700

管外加算料1日 4，000 3，000

　
部
改
正

　
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
を
、

別
表
の
よ
う
に
改
正
し
ま
し
た
。
新
し

い
使
用
料
は
、
四
月
一
日
か
ら
適
用
と

な
り
ま
す
。

◎
歯
科
診
療
所
財
政
調
整
基
金
の
設
置

　
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例

　
歯
科
診
療
所
の
業
務
を
、
よ
り
円
滑

に
行
う
た
め
、
同
診
療
所
で
剰
余
金
が

生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
一
部
を
積
立
て

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
積
立
て
金

は
、
歯
科
診
療
所
が
財
源
不
足
に
な
っ

た
と
き
な
ど
に
取
り
く
ず
し
て
利
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
に
関
す
る
条

　
例

　
町
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
を
設
置

し
て
、
町
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
を
一
層
深
く

浸
透
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
施
設
・
設
備
の
整
備
を

始
め
、
指
導
者
の
養
成
、
ス
ポ
ー
ツ
団

体
の
育
成
な
ど
を
幅
広
く
審
議
す
る
機

関
で
す
。

◎
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

　
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

前
記
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
の
設
置

に
と
も
な
い
、
委
員
な
ど
の
報
酬
等
を

追
加
し
た
も
の
で
す
。

簡
水
建
設

原
田
・
根
深
・
下
原
を
予
定

◎
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
改
正

　
簡
易
水
道
の
給
水
区
域
に
、
新
た
に

原
田
・
根
深
・
下
原
の
部
落
を
追
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新
年
度
事
業
と
し

て
、
こ
の
三
部
落
に
簡
易
水
道
の
拡
張

事
業
を
行
い
た
い
と
い
う
計
画
の
も
の

で
す
。

◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
改
正

　
職
員
に
支
給
さ
れ
る
期
末
手
当
額
が

一
部
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
そ
の
ほ
か
に
は
、

・
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例

・
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

・
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例

・
職
員
の
旅
費
支
給
に
関
す
る
条
例

・
公
民
館
設
置
条
例

　
な
ど
の
一
部
改
正
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
（
新
年
度
予
算
案
の
主
な
こ
と
が
ら

は
四
・
五
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。
）

ー
キ
写
ん

ね

付加保険料で

より豊かな

　　　老後を

　
だ
れ
し
も
、
老
後
の
生
活

は
安
定
し
た
も
の
で
あ
り
た

い
、
と
願
い
、
そ
の
対
策
を

い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
国
民
年
金

に
「
付
加
保
険
料
制
度
」
の

あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
制
度
は
、
　
“
も
う
少
し
多
く

の
保
険
料
を
掛
け
て
も
よ
い
か
ら
、

よ
り
高
い
年
金
を
受
け
た
い
”
と
い

う
、
加
入
者
か
ら
の
強
い
要
望
に
応

じ
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
付
加
保
険
料
は
、
一
か
月
四
百
円

で
、
定
額
保
険
料
（
四
月
か
ら
一
二
千

三
百
円
）
と
あ
わ
せ
て
掛
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
加
入
期
間
は
、
ひ
と
月
で
も
一
年

で
も
よ
く
、
加
入
期
間
に
応
じ
て
老

齢
年
金
と
通
算
老
齢
年
金
に
、
納
付

月
ひ
と
月
に
つ
き
二
百
円
の
年
金
が

上
積
み
さ
れ
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
定
額
保
険
料
を
二
十

五
年
掛
け
た
場
合
、
四
十
五
万
五
千

百
円
の
老
齢
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
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同　
期
　
向
辱
う

　
　
　
　
鱒
，

？
・

が
、
付
加
保
険
料
を
掛
け
て
い
る
と
、

六
万
円
の
年
金
が
増
額
さ
れ
、
合
計

五
十
一
万
五
千
百
円
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
期
間
に
掛
け
た
付
加
保
険
料

の
総
額
は
十
二
万
円
で
す
か
ら
、
年

金
を
二
年
間
受
け
る
と
、
い
わ
ゆ
る

“
も
と
”
が
と
れ
る
勘
定
に
な
り
ま

す
。　

こ
う
し
て
み
ま
す
と
、
付
加
保
険

料
を
掛
け
る
こ
と
は
、
あ
な
た
の
老

後
を
支
え
る
心
強
い
力
に
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
な
お
、
付
加
保
険
料
は
、
保
険
料

の
免
除
を
受
け
て
い
る
人
を
除
い
て
、

希
望
す
れ
ば
だ
れ
で
も
加
入
で
き
ま

す
。
あ
な
た
も
、
付
加
保
険
料
を
納

め
て
、
老
後
の
設
計
を
始
め
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
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計画1

　＝＝

去

＼
取

・髪＝

　町では、昭和54年度中に次のとおり宅地造成をして、

分譲したいと計画しています。

　希望される方は、申し込みください。

　なお、申し込み者が多数の場合は、選考あるいは競売

により決定します。

　申し込み及び詳しいことの照会は、役場企画室（土地開

発公社川西事務所・電話8－3111、有線2122）までどうぞ。
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画計譲分

栄町地内宅地

分　譲　地
計画1 計画2

栄町宅地
（永久公舎付近）

山野田住宅
（野球場跡地）

申し込み受付期間 3月20日～4月30日 3月20日～5月30日

宅地造成完了予定 5月下旬 9月下旬

売却予定時期1　6月上旬 10月上旬

区　画　数1　15 15

面　　　　積1約330～670㎡ 約300～460㎡

⑦540誘
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※分譲計画中の区画・面積等については
　多少変更があるかも知れません。
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保
険
証
の
切
り
か
え

四
月
か
ら
は
黄
色
で
す
。

　
四
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
が
、
新
し
く
黄
色
の
も
の
に
切

り
変
わ
り
ま
す
。
い
ま
使
用
さ
れ
て
い
る
ピ
ン
ク
色
の
保
険
証
は
、
今
月

末
で
無
効
に
な
り
ま
す
の
で
．
こ
注
意
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
機
会
に
、
保
険
証
に
記
入
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者
氏
名
な
ど
に
、

ま
ち
が
い
が
な
い
か
ど
う
か
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
ち
が
い
や
、
異
動
な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
、
早
め
に
保
険
係
ま
で
お

届
け
願
い
ま
す
。
そ
の
際
、
保
険
証
と
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
ご
存
知
の
よ
う
に
、
保
険
証
は
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
と
い
う
証

明
書
で
あ
り
、
同
時
に
、
お
医
者
さ
ん
の
診
療
を
受
け
る
と
き
の
受
診
券

の
役
目
も
果
た
す
大
切
な
も
の
で
す
。

　
こ
の
保
険
証
の
引
き
か
え
を
、
今
月
下
旬
に
嘱
託
員
を
通
じ
て
行
い
ま

す
の
で
、
ピ
ン
ク
色
の
保
険
証
を
手
も
と
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
修
学
の
た
め
㊥
の
保
険
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
今
月
中
に
保
険

証
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
保
険
係
ま
で
お
い
で
の
う
え
、
引
き
か
え
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。
出
か
せ
ぎ
中
で
、
㊥
の
保
険
証
を
お
持
ち
の
方
は
、

帰
町
後
す
ぐ
に
保
険
係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
お
済
み
で
す
か
？

　
交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　
申
し
込
み
は
、
今
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。
今
ま
で
未
加
入
の
人
、
ま

た
、
ま
だ
手
続
き
の
終
ら
な
い
人
は
、
早
目
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　
会
費
は
、
大
人
も
子
供
も
年
額
三
百
五
十
円
で
す
。
そ
し
て
、
万
一
事

故
に
あ
っ
た
と
き
は
、
最
低
二
万
円
か
ら
、
最
高
百
万
円
ま
で
の
見
舞
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
あ
な
た
の
万
一
に
備
え
、
是
非
、
交
通
災
室
昼
ハ
済
へ
の
加
入
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
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農
業
用
軽
油

　
　
免
税
証
の
出
張
交
付

26日
総合センター

農
業
用
軽
油
に
か
か
る
免
税
証
の
出
張
交
付
を
、
次
に
よ

り
行
い
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

当
日
交
付
を
受
け
な
い
と
、
交
付
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
　
◎
交
付
日
時
　
三
月
二
十
六
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
半
～
四
時

　
　
◎
交
付
場
所
総
合
セ
ン
タ
ー
研
修
室

　
　
◎
必
要
書
類

　
　
　
イ
印
鑑
（
共
同
申
請
の
場
合
は
全
員
の
も
の
）

　
　
　
ロ
耕
作
面
積
証
明
書
（
農
業
委
員
会
で
交
付
）

　
　
　
ハ
使
用
機
械
の
証
明
書
（
所
有
証
明
・
借
用
証
明
）
、

　
　
　
　
カ
タ
ロ
グ
な
ど
。

　
　
◎
そ
の
他
　
　
申
請
用
紙
は
、
十
日
町
財
務
事
務
所
に

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
継
続
し
て
申
請
さ
れ
る
と
き
は
、
こ
の
ほ
か
に
、

免
税
軽
油
使
用
者
証
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

～
●
≧
●
～
●
～
●
≧
●
≧
●
～
●
≧
●
≧
●
≧
●
～

引き換えは早めに

年賀はがきのお年玉
　　　　《郵便局から》

　
お
年
玉
付
き
年
賀
は
が
き
の
賞
品

引
き
換
え
は
、
二
月
五
日
か
ら
八
月

四
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
選
番
号
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郵
便

局
窓
口
に
添
付
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

確
認
の
う
え
、
早
目
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

な
な
お
、
こ
れ
ま
で
町
内
で
の
上
位

当
選
者
は
、
一
等
（
ラ
ジ
オ
付
き
テ

レ
ビ
）
が
一
件
、
二
等
（
ポ
ケ
ッ
ト

カ
メ
ラ
）
が
二
件
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

受
領
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

新O年O度0予0算O案

新農構などを目玉に
　　　　一般会計　24億9，800万円

　新年度予算案は、一般会計が24億9，800万円、6つの特別会

計が7億3，768万円という規模で、議会に提案されています。

　このまま議決されると、新年度の川西町を運営する費用は、

総額で32億3，568万円（水道企業除く）ということになります。

　苦しい財政事情はいぜん変わりませんが、皆さんの生活に
密着したものを中心に精いっぱい背のびをした予算です。

　その主だったところをのぞいてみましょう。

　
一
般
会
計
の
予
算
案
は
、
五
士
二
年
度
の
当
初

予
算
よ
り
一
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
伸
び
て
い
ま
す
。

　
伸
び
率
が
少
な
い
よ
う
に
受
け
と
れ
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
五
十
三
年
度
の
場
合
、
町
民
体
育
館
の

建
設
と
い
う
大
事
業
が
あ
っ
た
た
め
、
極
端
に
予

算
規
模
が
ふ
く
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
仮
り
に
町
民
体
育
館
の
建
設
が
な

か
っ
た
と
想
定
す
る
な
ら
、
新
年
度
の
予
算
は
、

急
激
な
伸
び
を
し
め
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
新
年
度
も
、
各
種
の
建
設
事
業

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
目
ぼ
し
い
事
業
を
み
て
み
ま
す
と
、

・
千
手
小
学
校
校
舎
の
建
設

・
農
林
総
合
整
備
（
モ
デ
ル
）
事
業

・
新
農
業
構
造
改
善
事
業

、
・
千
手
保
育
園
建
設

・
土
地
開
発
公
社
事
業
に
よ
る
宅
地
造
成
、
野
球

　
場
造
成
事
業
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
各
款
別
に
行
わ
れ
る
主
な
事
業

は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

燃
…
　
す
藤
の
縫
に

　
不
況
が
続
く
と
、
自
分
で
ま
か
な
う
財
源

「
町
税
等
の
自
主
財
源
」
が
少
な
く
な
り
、

国
や
県
に
依
存
す
る
「
依
存
財
源
」
が
多
く

な
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
新
年
度
予
算
で
見
て
み
ま
す

と
、
歳
入
財
源
で
一
番
大
き
い
の
は
地
方
交

付
税
の
八
億
六
千
五
百
万
円
、
次
が
県
支
出

金
五
億
一
千
五
百
万
円
、
国
庫
支
出
金
三
億

二
千
九
百
万
円
、
町
債
（
借
金
）
三
億
七
百

万
円
と
続
き
、
こ
の
後
に
よ
う
や
く
町
税
二

億
七
千
五
百
万
円
が
顔
を
出
し
ま
す
。

　
歳
入
全
体
の
中
で
町
税
は
一
一
．
、

い
う
割
合
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、

　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●

織

レ
雪
が
少
な
く
て
・

　
千
手
小
学
校
・

ノ
ー
セ
ン
ト
と

少
し
で
も
多
く
の
事
業
を

　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
●

叢
籍
鯵
上
に

　
歳
出
の
ト
ッ
プ
は
、
農
林
水
産
業
費
の
四
億
九

千
七
百
万
円
で
す
。
継
続
で
行
わ
れ
る
モ
デ
ル
事

業
、
造
林
事
業
な
ど
に
加
え
、
新
規
の
新
農
業
構

造
改
善
事
業
等
が
見
込
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
千
手
小
の
校
舎
建
設
を
計
画
す
る
教
育

費
は
四
億
三
百
万
円
、
千
手
保
育
園
の
建
設
を
予

定
す
る
民
生
費
は
三
億
五
千
五
百
万
円
で
す
。

難

航
．

’
距
，

　　　　　　　　　雛　　　　　　　　馨
　　　　　　　翻　　　　　　灘　　　　麟

エ
事
が
順
調
に
進
む

や
り
た
い
と
い
う
積
極
的
な
姿
勢
の
中
で
、
す
べ

て
の
財
源
を
め
い
っ
ぱ
い
、
す
で
に
超
過
ぎ
み
に

ま
で
見
込
ん
だ
の
が
特
徴
的
な
と
こ
ろ
で
す
。

●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
O
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●

　
前
年
度
よ
り
、
極
端
な
伸
び
を
し
め
す
も
の
に

災
害
復
旧
費
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
六
・
二
六
豪

雨
災
害
な
ど
を
原
因
と
す
る
復
旧
費
用
が
二
億
二

千
四
百
万
円
（
前
年
は
三
千
万
円
）
で
す
。

　
ま
た
、
見
逃
が
せ
な
い
こ
と
と
し
て
、
公
債
費

（
借
金
返
済
）
が
二
億
一
千
三
百
万
円
に
も
及
ぶ

こ
と
で
し
ょ
う
。
元
金
・
利
子
の
支
払
い
が
、
一

日
当
り
五
十
八
万
三
千
円
と
な
る
の
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
新
年
度
予
算
案
は
町
民
一
人
当
り

二
十
四
万
三
千
五
百
八
十
八
円
、
世
帯
当
り
で
は

百
六
万
二
千
七
十
四
円
と
な
り
ま
す
。
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献
血
で

　
　
　
　
あ
な
た
の
健
康
管
理
を

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
う
あ
い
号
4
月
4
日
に

　
新
年
度
の
献
血
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
当
面
、
次
の
日
程
で
「
ゆ
う
あ
い
号
」
が
来
町
し
ま
す
の

で
、
昨
年
に
も
ま
し
て
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
※
期
日
　
四
月
四
日
（
水
）

　
　
※
時
　
間
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

　
　
※
場
　
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー
前

　
な
お
、
昨
年
度
は
、
四
百
四
十
六
人
の
方
々
か
ら
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
方
々
に
は
、
献
血
デ
ー

タ
ー
を
さ
し
上
げ
た
い
と
、
今
健
康
管
理
室
で
準
備
し
て
い

ま
す
。
　
献
血
は
、
自
分
の
健
康
状
態
も
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
お
忘
れ
な
く

　
　
　
　
　
　
福
祉
年
金
の
受
給

　
来
月
は
、
十
二
月
か
至
二
月
分
ま
で
の
福
祉
年
金
の
支
払

い
月
で
す
。
四
月
十
一
日
か
ら
支
払
い
に
な
り
ま
す
の
で
、

福
祉
年
金
証
書
と
届
出
済
み
の
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
も
よ

り
の
郵
便
局
で
お
受
け
と
り
く
だ
さ
い
。

　
次
回
の
支
払
い
は
八
月
に
な
り
ま
す
。

’54年度

事業の主なもの

（単位千円）

【総務費】・……・・301，380千円

▲広域事務組合負担3，199　▲自動車購入2，400

【民生費】………355，307千円

▲なかまの家運営費補助4，460　▲社会福祉協議

会補助3，390　▲老人医療扶助49，299　▲老人

健康診査委託2，082　▲老人クラブ補助1，490

▲千手保育園建設112，000　▲児童手当19，716

【衛生費】・……・・96，541千円

▲衛生施設組合負担34，968　　▲水道会計繰出

10，000　▲成人病予防検診委託5，295　▲妊産婦

乳児医療費助成2，350

【労働費】………2，528千円

▲出かせぎ対策貸付預託等2，500

▼昨年の6・26災害で、復旧費は大幅にアツブ。
　流出した小脇の天王橋も、今永久橋にと工事を急

　いでいる。

薩　　　　　鍵鱗
　　髪
　　　　総

’
盟

蜘 繋

　
灘
　
終

灘

【農林水産業費】………497，561千円

▲農業共済会計繰出3，000　▲水田利用再編対策

補助2，232　▲新農構基盤整備用機械購入19，581

▲同、格納庫兼林産加工生産施設等7，150　▲同、

土地基盤整備事業補助61，370　▲同、近代化施

設整備事業補助13，614　　▲同、地域環境施設

整備事業補助2，500　　▲特産営農団地育成事

業補助7，988　　▲モデル事業135，970　▲林

道開設20，660　▲造林用作業道敷砂利5，280

▲温水越冬舎建設26，760

【商工費】・・……・16，775千円

▲商工会補助2，200　▲産業育成資金貸付7，000

【土木費】………241，800千円

▲国県道工事負担金15，000　▲道路新設改良

舗装130，210　▲スノーローダー購入17，433

▲河川改修6，500　　　▲急傾斜地崩かい防止

事業負担3，000　　▲がけ地近接危険住宅移転

事業補助2，844

【消防費】・・……・82，954千円

▲広域消防費82，862

【教育費】………403，513千円

▲千手小校舎建設144，255　▲同、既存建物設

備工事4，000　　▲庚塚運動公園建設外34，500

【災害復旧費】・…・…・224，193干円

▲農地農業用施設141，180　▲林業施設7，147

▲水産業施設　5，058　▲公共土木施設54，550

【公債費】………213，915千円

▲元金93，474　▲利子120，441

【諸支出金】………18，650千円

▲住宅購入費18，650
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善意をありがとう

　　　　鷲鳥灘会禍社

次
の
善
意
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

・
母
ヒ
ロ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
登
坂
凌
平
さ
ん
（
赤
谷
）

か
ら
十
万
円
。

・
父
豊
作
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
田
中
茂
さ
ん
（
小
白
倉
）

か
ら
二
万
円
。

・
母
コ
イ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
小
林
定
二
さ
ん
（
中
仙
田
）

か
ら
五
万
円
。

鎮’嬢，

纂

塾1

夢

聡

謬
●し●　．

●　’

　o’

途
蟄
難

冷：

　　の

譲

・
父
紺
治
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
登
坂
誠
さ
ん
（
岩
瀬
）
か

ら
、
仙
田
地
区
遺
族
会
に
あ
て
、
移
転
し
た
忠
霊
塔
の
管
理

に
使
っ
て
ほ
し
い
と
三
万
円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
　
　
　
　
漁
肇
撃
．

高
倉
は
ふ
る
さ
と

　
　
　
の
イ
メ
ー
ジ
に
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ぼ
く
の
頭
の
中
に
は
、
い
つ
も
ふ

　
　
　
　
　
　
　

る
さ
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

　
東
京
に
生
ま
れ
、
東
京
に
育
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぼ
く
は
、
ふ
る
さ
と
へ
の
あ
こ
が
れ

が
強
烈
な
の
で
す
。
人
一
倍
、
猛
烈

な
あ
こ
が
れ
な
の
で
す
。
そ
の
ふ
る

さ
と
病
が
つ
く
り
出
し
た
確
固
た
る

イ
メ
ー
ジ
が
、
川
西
町
へ
初
め
て
出

掛
け
た
と
き
、
一
挙
に
具
体
化
し
た

と
い
い
ま
し
ょ
う
か
。
何
か
、
母
親
の

ふ
と
こ
ろ
に
抱
だ
か
れ
た
よ
う
な
心

の
安
ら
ぎ
と
で
も
申
し
ま
し
ょ
う
か
。

ピ
タ
リ
と
あ
て
は
ま
っ
た
の
で
す
。

　
ま
さ
に
、
ニ
ッ
ポ
ン
の
故
郷
を
感

じ
た
の
で
す
。

　
た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
、
現

在
の
ぼ
く
は
、
自
分
の
仕
事
を

追
い
か
け
る
の
に
一
生
懸
命
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
立
場
の
た

め
、
思
う
よ
う
に
休
暇
が
と
れ

ず
、
セ
カ
ン
ド
ハ
ゥ
ス
を
建
て

て
、
せ
っ
か
く
見
つ
け
た
ふ
る

さ
と
に
落
着
く
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
す
。

　
一
日
も
早
く
、
名
実
と
も
に

川
西
町
高
倉
、
国
際
村
の
一
員

と
し
て
過
せ
る
日
々
を
夢
見
て
、

日
夜
働
い
て
い
る
の
で
す
。

　
（
下
の
絵
は
、
児
玉
さ
ん
が
描

い
て
く
れ
た
高
倉
の
イ
メ
ー
ジ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
し
い
嘱
託
員
撚

　
　
　
　
　
　
：
…
…
③
　
　
徹

【
仙
田
地
区

o
中
仙
田
・
南
雪
再
口
治
、
○
室
島
、
・
金

井
千
吉
、
○
小
脇
・
斉
木
喜
一
郎
謡
o

高
倉
・
高
橋
三
代
治
、
○
藤
沢
・
茂
野

利
久
治
、
○
田
戸
・
青
木
信
作
、
○
越

ケ
沢
・
川
崎
喜
一
郎
、
○
赤
谷
・
長
谷

川
力
一
、
o
岩
瀬
・
小
川
正
利
、
○
大

倉
・
中
条
石
平
、
○
大
臼
倉
・
中
村
曙

ツ
タ
リ

・
住
所
　
渋
谷
区

・
職
業
俳
　
優

清
さ
ん

F　　　Po

〆

、
　
働

1《

’
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わ
し
の
　
　
融

　
　
　
　
　
　
自
慢
醸

難
鴬
呪
酪
黄
蓑
幽
嬬
伽
襯
端
纏
薯
禽
鞭
駕
伽
マ

　
八
の
字
ヒ
ゲ
を
た
く
わ
え
る
大
海
さ

ん
に
、
　
い
つ
か
「
ヒ
ゲ
の
功
罪
」
な
る

も
の
を
伺
い
た
い
と
念
じ
て
い
た
。

　
書
は
師
範
、
考
古
学
、
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
う
け
い

教
…
…
と
な
ん
に
で
も
造
詣

の
深
い
大
海
さ
ん
は
、
と
て

も
多
忙
な
人
で
あ
る
．
ゲ

　
　
「
ハ
ハ
ハ
ハ
…
…
ヒ
ゲ
の
　
ヒ

ォ
、
…
・
二
＋
五
の
と
き
か
の

ら
は
や
し
ま
し
た
。
そ
の
こ

ろ
、
勤
め
て
い
た
会
社
で
は
、
か
れ

わ
を
使
っ
て
物
を
背
負
う
と
き
で
す
ネ
。

つ
い
、
ヒ
ゲ
ま
で
な
わ
に
か
ら
ん
で
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
う
ん
で
す
。
」
、
ほ
か
に
、
お
つ
ゆ

を
す
す
る
と
き
に
じ
ゃ
ま
に
な
っ
た
り
、

は
な
み
ず
が
、
ヒ
ゲ
の
上
で
凍
る
の
も

欠
点
。

　
大
変
な
の
は
、
こ
の
手
入
れ
だ
。

　
　
　
　
三
日
お
き
く
ら
い
に
、
卵
の

ゆらのヒゲ

は

卵の自味で

大海博さん

私
羅
麟
購
齢
鼓
凶
臓
入

年
近
≦
度
も
そ
り
落
し
2
手

た
こ
と
が
な
い
と
い
う
自
慢

の
ヒ
ゲ
だ
。

　
ヒ
ゲ
を
た
て
た
理
由
、

そ
れ
は
部
下
の
統
率
と
、

み
ず
か
ら
の
健
康
管
理
の

た
め
だ
と
い
う
。

　
「
ヒ
ゲ
と
い
う
の
は
、

霜条

健
康
上
と
て
も
い
い
ん
で
す
よ
。
歯
を

保
護
し
て
く
れ
ま
す
し
、
カ
ゼ
を
ひ
く

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
常
に
マ
ス
ク
を

か
け
て
い
る
状
態
で
す
か
ら
…
…
。
」

　
冷
た
い
外
気
は
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る

ヒ
ゲ
を
通
っ
て
体
内
に
流
れ
る
の
だ
そ

う
な
。

　
「
じ
ゃ
ま
に
な
る
と
い
え
ば
、
荷
な

た
場
面
に
な
る
と
、

ま
に
な
る
ん
だ
て
、

と
い
う
次
第
。
自
分
に
ヒ
ゲ
が
あ
る
と
、

相
手
の
目
を
じ
っ
と
見
つ
め
な
が
ら
会

話
が
で
き
る
と
い
う
か
ら
不
思
議
だ
。

　
　
　
　
　
　
め
い

　
大
海
さ
ん
が
瞑
想
に
ふ
け
る
と
き
は
、

必
ず
手
が
ヒ
ゲ
を
つ
ぐ
な
っ
て
い
る
と

い
う
。

白
味
を
用
い
て
均
整
あ
る
姿

に
仕
立
て
る
。
常
に
形
よ
く

ピ
ー
ン
と
張
ら
せ
る
に
は
、

人
知
れ
ぬ
苦
労
が
あ
る
の
だ

そ
う
だ
。

　
「
ヒ
ゲ
て
ん
な
の
オ
ー
い

い
と
き
は
い
い
が
、
悪
い
と

　
　
　
　
　
　

き
は
バ
カ
わ
り
ん
だ
て
。
」

…
…
と
実
感
が
こ
も
る
。
な

ん
と
な
く
そ
の
語
感
で
想
像

も
で
き
る
の
だ
が
、
例
え
ば
、

　
「
多
勢
の
前
に
出
る
と
き

　
は
、
な
ん
と
な
く
威
厳
を

　
も
っ
た
人
の
よ
う
に
見
ら

　
れ
る
が
、
は
て
、
人
に
借

　
金
を
頼
み
に
行
く
と
か
、

　
人
に
お
ど
さ
れ
る
と
い
っ

　
　
　
　
ホ
ン
ト
ー
に
じ
ゃ

　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ペ
　
　
ペ

　
　
　
　
ノ
ノ
ノ
ノ
．
．
．
．
．
．
」



IIIll“ll【7】II”IIIlll“1”lllIlllllllIllIIllIll川ml”IIIIllllIIIIIlm“Illlllll“llIIII““1”1川lll“”llll”1”1広報かわにし／昭和54年3月10日発行（第三種郵便物認可）“llll“1

廼咄酬鎧繕…㌦～｝“｛｛｛｛｛｝｝｝｝｝｝㎞酬｛｛調｝一
騨・，輝　離臨7億キ・ワットアワー1』さ衡

醐麟雛麟、’．繭廼　一一　・　1、悌

．
一
一
＝
．
一
一
一
一
｛
．
一
一
．
9
三
働
噂
頓
．
．
噸
三
一
．
卵
日
一
一
三
一
．
一
一
．
．
一
二
．
一
．
二
一
．
＝
一
騨
一
．
．
一
．
一
一
．
一
．
．
．
一
．
．
一
．
一
一
．
騨
一
9
一
一
一
．
畠
．
．
．
一
一
。
．
一
一
．
．
一
一
．
p
．
．
働
．
卿
．
一
…
．
一
騨
．
囎
一
｛
．
唱
．
一
一
｛
日
．
．
一
一
ミ
．
鞘
．
一
｛
一
．
．
”
一
三
．
．
．
一
｛
一
一
一
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一
一
三
…
一
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…
一
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一
ミ
騎
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一
一
｛
一
一
一
｛
一
甲
8
三
…
。
…
一
三
一
…
一
三
…
尊
一
＝
一
｛
一
り
口
一
9
三
一
…
一
…
｝
一
≡
｝
三
一
≡
ξ
一
｝
三
｝
｛
一
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騨
三
｝
一
㌔
．
一
｛
願
臼
3
ξ
｝
。
…
｝
一
｛
｝
三
…
。
一
一
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｝
言

わ
が
町
に
あ
る
国
鉄
千
手
発
電
所
（
正

確
に
は
日
本
国
有
鉄
道
東
京
給
電
管
理

局
信
濃
川
発
電
所
千
手
発
電
支
所
・
土

木
支
所
）
の
発
電
開
始
は
、
今
を
さ
か

の
ぼ
る
四
十
年
前
で
あ
る
。

　
昭
和
十
四
年
十
一
月
、
そ
れ
ま
で
ほ

ぼ
八
年
間
を
要
し
て
完
成
し
た
発
電
機

三
台
は
、
設
計
と
寸
分
の
ち
が
い
も
み

せ
ず
、
い
っ
せ
い
に
快
い
う
な
り
を
開

始
し
た
。
以
来
、
剛
健
を
誇
る
施
設
設

備
は
、
戦
中
戦
後
の
辛
酸
を
知
り
つ
く

し
、
そ
し
て
、
今
な
お
そ
の
職
責
を
厳

然
と
守
り
続
け
る
。

　
ご
存
知
の
人
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
電
気
は
、
あ

の
広
い
東
京
を
動
か
す
原
動
力
と
な
っ

て
今
日
に
及
ぶ
。
ま
さ
に
、
わ
が
国
発

展
史
上
に
、
か
け
が
え
の
な
い
足
跡
を

残
し
て
い
る
の
が
、
こ
の
千
手
発
電
所

の
存
在
で
も
あ
る
の
だ
。

　
今
月
は
、
千
手
発
電
所
の
見
学
を
試

み
た
。
ご
案
内
を
い
た
だ
い
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
。

▲上国鉄を動かす原動力、5台
　　　発電機。

　下機械操作はほとんど自動化

発
電
支
所
長
の
貴
田
杉
松
さ
ん
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
発
電
所
建
設
の
い
き
さ
つ
を

伺
っ
て
み
よ
う
。

　
　
「
国
が
信
濃
川
に
発
電
所
の
建
設
を

決
め
た
の
は
、
大
正
八
年
で
す
。
鉄
道

の
電
化
計
画
に
そ
っ
て
、
自
営
の
、
そ

れ
も
コ
ス
ト
の
安
い
水
力
発
電
に
着
目

し
た
わ
け
で
す
ね
エ
。
豊
富
な
水
量
と

取
水
条
件
な
ど
を
考
慮
し
て
、
こ
の
地

に
建
設
が
決
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
千
手
発
電
所
の
工
事
は
、
昭
和

六
年
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
」

　
そ
し
て
、
昭
和
十
四
年
十
一
月
に
は

三
台
の
発
電
機
が
稼
動
を
開
始
。
さ
ら

に
翌
年
に
は
、
水
の
有
効
利
用
を
考
え

発
電
機
を
二
台
増
設
す
る
た
め
に
“
第

　
　
　
　
ず
い

二
期
水
路
燧
道
”
の
建
設
を
始
め
る
。

　
現
在
、
千
手
発
電
所
に
は
、
五
台
の

発
電
機
が
備
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、
一
台
は
予
備
的
な
も
の
、
常
時
は

二
～
三
台
の
稼
動
に
と
ど
ま
る
の
だ
が
、

こ
れ
が
朝
夕
の
電
車
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に

な
る
と
四
台
が
ふ
る
回
転
と
な
る
。
ま

ぎ
れ
も
な
く
東
京
近
辺
の
通
勤
客
に
左

右
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
少
し
、
送
電
系
統
を
伺
っ
て
み
よ
う
。

「
小
千
谷
発
電
所
の
電
気
は
、
千
手
ま

で
送
ら
れ
、
千
手
で
発
電
し
た
も
の
と

あ
わ
せ
て
、
東
京
の
武
蔵
境
に
送
電
し

ま
す
。
武
蔵
境
で
は
、
さ
ら
に
川
崎
発

電
所
（
火
力
）
か
ら
の
送
電
を
加
え
、

十
三
か
所
ほ
ど
の
変
電
所
へ
送
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
こ
の
三
つ
の
発
電
所
の

電
気
が
一
つ
に
な
っ
て
、
国
電
の
山
の

手
線
を
始
め
、
一
部
で
す
が
新
幹
線
・

東
海
道
線
・
中
央
線
な
ど
を
動
か
し
て

い
る
わ
け
で
す
。
」

　
さ
て
、
東
京
の
秋
葉
原
に
は
、
　
“
遠

方
監
視
制
御
盤
”
な
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
装
置
が
デ
ー
ン
と
構
え
て
い
る
。
こ

の
装
置
は
、
都
内
の
電
力
需
要
の
増
減

を
常
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
自
動
的
に
各
発

電
所
に
指
令
を
飛
ば
す
。
受
け
る
発
電

所
も
ま
た
、
全
自
動
で
機
械
を
作
動
さ

せ
る
と
い
う
か
ら
お
ど
ろ
く
。
例
え
ば
、

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
に
な
る
と
、
こ
の
系

統
を
た
ど
り
な
が
ら
、
人
の
手
を
経
ず

に
、
千
手
発
電
所
の
発
電
機
が
自
然
に

ま
わ
り
出
す
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
「
取
水
量
の
調
節
と
か
事
故
で
も
な

い
限
り
、
全
部
機
械
ま
か
せ
で
す
。
」

と
い
う
の
で
あ
る
。

　
千
手
発
電
所
の
発
電
機
は
、
一
台
一

時
間
当
り
三
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
能
力
が

あ
る
。
ち
な
み
に
、
昭
和
十
五
年
度
の

総
発
電
量
は
、
約
四
億
一
千
キ
ロ
ワ
ッ

ト
ア
ワ
ー
、
こ
れ
が
五
十
二
年
度
で
は

七
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
に
と
変
わ
っ

て
お
り
、
日
本
の
水
力
発
電
で
は
第
五

位
を
誇
っ
て
い
る
。

　
「
電
力
の
需
要
は
年
々
増
え
て
い
る

の
で
す
が
、
惜
し
い
の
は
信
濃
川
の
水

量
が
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

で
す
。
こ
の
た
め
水
力
再
開
発
の
構
想

も
練
ら
れ
て
い
ま
す
。
」
そ
し
て
、
「
国

鉄
が
、
自
営
の
発
電
所
（
千
手
・
小
千

谷
・
川
崎
）
を
ふ
る
回
転
さ
せ
て
も
、

日
本
中
の
電
車
を
動
か
す
た
め
に
必
要

な
電
気
量
の
四
分
の
一
く
ら
い
し
か
満

た
せ
ま
せ
ん
。
不
足
分
は
、
民
間
の
電

気
を
買
い
求
め
て
運
営
し
て
い
る
の
で

す
。
」
と
も
い
う
。

　
最
後
に
な
っ
た
が
、
発
電
所
か
ら
の

お
願
い
を
特
記
し
て
お
こ
う
。

　
「
わ
た
し
た
ち
が
、
一
番
心
配
し
て

い
る
こ
と
は
“
事
故
”
の
発
生
で
す
。

　
例
え
ば
送
電
線
で
す
が
、
常
時
十
五

万
四
千
ボ
ル
ト
の
電
圧
が
流
れ
て
い
ま

す
。
百
ボ
ル
ト
で
も
人
命
が
う
ば
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
と
て
も
そ
の

比
で
は
な
い
危
険
な
も
の
で
す
。
」

　
と
く
に
、
タ
コ
あ
げ
な
ど
は
要
注
意

だ
と
い
う
。

　
ま
た
、
　
「
増
水
や
放
流
の
と
き
に
は
、

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
周
知
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
場
合
は
、
た
だ
ち
に
川
か

ら
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
最
近
、
子
供

の
魚
つ
り
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
友
重
の
取
水
口
付
近
、
と
く
に
小

千
谷
へ
導
水
す
る
部
分
で
は
絶
対
に
遊

ば
な
い
よ
う
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
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午前8時30分～
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“
う
る
し
”
の

　
　
　
　
　
栽
培
は

　
　
い
か
が
？

　
塗
り
物
な
ど
に
需
要
の
広
い
“
う
る
し
”
の
栽
培

を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
次
に
よ
り
、
苗
木
の
養
成
・

保
育
・
液
の
採
取
な
ど
の
講
習
会
が
あ
り
ま
す
。

▲
三
月
二
十
八
日
・
午
後
一
時
か
ら
、
▲
十
日
町
市

民
会
館
、
▲
講
師
・
須
藤
万
工
門
さ
ん
（
福
島
県
）
、

▲
主
催
・
十
日
町
地
区
林
業
協
会

』
匡
」
レ
E
…
E
レ

脳
卒
中
の

　
　
　
　
手
当
て

寒
い
と
き
脳
卒
中
に
な
り
や
す
い

こ
と
は
ご
存
知
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

鰯霧
　
　
難
鐸

　
　
　
　

鰯
購礪

　
一
口
に
脳
卒
中
と
い

っ
て
も
、
そ
の
症
状
に

は
、
脳
出
血
・
脳
硬
塞
・

脳
血
栓
・
く
も
膜
下
出

血
・
一
過
性
脳
虚
血
な

ど
と
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。

　
脳
卒
中
に
な
っ
た
ら
、

お
医
者
さ
ん
に
診
て
も

ら
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
お
医
者
さ
ん

が
来
る
ま
で
の
手
当
は
、

一
、
絶
対
安
静
に
す
る
こ

こ
と
。

　
倒
れ
た
場
所
が
悪
く
、

移
動
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
き
は
、
頭
を

動
か
さ
な
い
よ
う
に
注

意
す
る
。

二
、
意
識
が
あ
る
と
き
は
、

話
し
か
け
た
り
、
気
持
ち
を
落
ち
着

か
せ
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
る
。

三
、
呼
吸
が
楽
に
で
き
る
よ
う
に
、
肩

の
下
か
ら
座
ぶ
と
ん
な
ど
を
入
れ
、

頭
と
上
体
が
一
直
線
に
な
る
よ
う
に

頭
部
を
高
く
す
る
。
　
（
首
は
ま
げ
な

い
よ
う
に
）

四
、
は
き
気
の
あ
る
と
き
は
、
顔
を
横

向
き
に
し
て
、
楽
に
は
き
出
せ
る
よ

う
に
す
る
。

五
、
身
を
し
め
つ
け
る
ボ
タ
ン
・
ベ
ル

ト
な
ど
を
は
ず
し
、
か
つ
、
体
を
寒

く
な
い
よ
う
に
す
る
。

六
、
麻
ひ
し
た
手
足
は
、
正
し
い
位
置

に
お
く
こ
と
。

　
正
し
い
位
置
と
は
、
手
・
前
腕
は

体
と
平
行
な
位
置
で
あ
り
、
三
十
セ

ン
チ
く
ら
い
体
か
ら
離
れ
て
い
る
こ

と
。
人
さ
し
指
と
お
や
指
が
向
い
合

う
状
態
に
、
小
さ
な
タ
オ
ル
等
を
に

ぎ
ら
せ
る
こ
と
。

　
足
・
ひ
ざ
の
下
に
バ
ス
タ
オ
ル
を

入
れ
る
こ
と
。
指
が
真
上
を
向
く
よ

う
に
さ
さ
え
を
す
る
こ
と
。

　
正
し
い
位
置
に
固
定
す
る
こ
と
が

次
の
訓
練
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

嚢
駿
嚢
嚢
駿

戸
籍
の
窓
か
ら

骸
蓬
骸
嚢
嚢
暑

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

醗濡畠麟襖
拓和佑正綾智幹
　臣介子子之子
敏泰一金慶清優
行治男松一志信

二
女
赤
谷

長
男
四
郎
兼

二
女
新
町
新
田

長
女
新
町
新
田

二
男
三
領

長
男
霜
条

長
男
山
野
田
住
宅

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
羅

羽
鳥
正
勝
木
落

中
幸
子
東
京
か
ら

り
驚
小
わ
響

　
　
　
ぺ

、
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
　
笑
子

○
菊
苗
の
新
し
き
札
並
び
た
る

○
底
に
何
や
ら
う
ご
め
き
し
水
温
む

出
稼
ぎ
の
夫
帰
り
来
し
山
笑
う

春
め
く
や
な
だ
れ
の
跡
の
そ
こ
か
し
こ

人
声
の
し
て
そ
ち
こ
ち
の
春
の
山

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

○
お
だ
や
か
な
雫
の
音
や
寒
の
明
け

雨
戸
曳
く
あ
た
り
の
景
も
日
脚
の
ぶ

寒
明
け
て
行
事
の
多
き
日
の
過
ぐ
る

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

登登小小田柄江丸藏
坂坂林林中澤口山品

ヒ紺コ佐豊林喜肚キ
ロ治イ平作平一ニミ

赤岩中中小沖小上霜
　　仙仙白　白
谷瀬田田倉立倉町条

八八八八七七七六三
九九八一七六二〇五

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
こ
う
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ん
わ
ん

※
入
手
品
・
お
庚
申
様
用
箱
入
り
膳
椀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん
　
す

十
人
前
、
江
戸
時
代
の
箪
笥
、
同
衣
類

数
十
点
、
同
丸
弁
当
、
な
す
び
の
ど
う

売
れ
残
る
春
菜
四
五
把
の
小
商

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
山
賀
芹
子

○
残
雪
の
芥
を
つ
け
て
雪
崩
た
り

○
山
裾
の
斑
雪
と
な
り
し
木
立
か
な

雪
水
の
流
る
る
土
手
の
蕗
の
と
う

照
り
曇
り
し
て
風
花
の
街
な
り
し

鴨
　
　
　
　
上
野
入
沢
宏
予

寒
の
月
杉
の
梢
に
冴
え
返
り

久
方
の
晴
れ
の
日
う
れ
し
雪
に
住
む

お
ぼ
え
な
き
小
雪
に
心
落
着
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

・
“
・
“
・
・
｝
ウ
・
”
・
・
”
・
・
｝
・
”
．
．
”
・
ウ
・
￥
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”
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“
・
・
”
・
“
・
・
”
・
？
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”
・
“
・
・
“
・
“

り
．
ψ
．
？
伊
．
？
顛
．
“
・
堕
．
？
“
．
撃
？
？
？
？
？
？
？
？
？
サ
・
紬
・
・

：費嶺1頴羅5鮮x≧；究轄・瀞

2月の交通事故発生件数

　　　　　　　累計
件数0（0）1（2）
傷　者0（0）1（2）
死者0（0）0（0）
酒よい0（0）1（0）
酒気おび1（0）書（0）

　　（）内は前年比較

蕊鰯鰭轄韓裾轄輔鰭輔
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轟
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ウ
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轟
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ウ
ウ
ウ
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轟
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・
”
．

晒・

θ◎
・
．
㈹
．
・
堕
・
餉
・
・
σ
●
・
・
σ．
・
・
σ
◎
。
・
髄
・
あ
・
・
“
・
・
“
ゐ
・
・
“
・
轟
・
∴
・
・
㍗
・
早
（
・
。
σ◎
・
・
噸
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
う
り
ご
り
う

　
　
ら
ん
、
く
ど
棒
、
ま
た
ん
棒
、
夕
顔
ふ

　
　
く
べ
、
か
つ
ら
よ
り
の
ト
ヨ
五
本
、
火

　
　
な
わ

　
　
縄
銃
の
玉
入
れ
、
火
薬
入
れ
。

　
　
※
寄
贈
者
（
敬
称
略
）
・
押
木
喜
策

　
　
　
（
元
町
構
中
代
表
）
、
押
木
二
吉
（
田

　
　
戸
）
、
高
橋
惣
八
郎
（
高
倉
）

ン
建
難
｝
蛮
毒
顎
、
！
占
る
と
，
肇
藩
孝
“
謬
職
蒙
劉

　
　
料
亭
の
軸
掛
け
替
え
し
冴
え
返
る

　
　
顎
ま
で
の
重
ね
布
団
や
寒
戻
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
金
子
洋
石

　
　
遠
山
の
雪
風
さ
む
し
鍬
始
め

　
　
蒼
天
に
雪
ち
ら
つ
く
や
若
菜
摘
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
　
与
平

　
　
冬
雲
の
夕
焼
け
て
又
時
雨
け
り

　
　
暖
冬
の
三
月
陽
気
続
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
松
風
園
南
雲
文
峯

　
　
雪
解
け
て
葱
の
新
芽
の
黄
緑
に

〔
評
》
作
句
し
て
み
て
自
分
で
は
と
て
も
良
い
と
思
っ
て
も
他
か
ら
見
る
と
そ
の

意
の
通
じ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
舌
頭
千
転
と
い
う
が
、
あ
と
で
よ
く
繰
返
し
て
読

ん
で
み
る
こ
と
が
大
切
だ
。
笑
子
君
の
菊
苗
の
句
は
“
新
し
き
札
”
で
生
き
生
き

し
て
い
る
。
簡
単
で
あ
る
が
こ
れ
に
集
中
し
た
写
生
の
表
わ
し
方
が
良
い
。




